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【出典】第74回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2022/6/28) 資料2(抜粋)
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf

◼ 第74回（2022年6月28日）本委員会において以下検討事項を課題として提示。

◼ 検討事項④について対応案検討を行ったためご意見いただきたい。

本日の議論の対象

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/files/chousei_74_02.pdf


3（参考）連系線の考え方について（振り返り）

【出典】第74回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_74_haifu.html
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6④連系線の運用容量減少

～連系線の作業停止・計画外停止等影響の分析方法～

◼ 現状EUEにおいては、連系線の計画外停止等は織り込まず健全な状態（年間運用容量）として算定している。
◼ 連系線運用容量に大きく影響を与えると考えられる以下について運用容量減少率について分析を実施した。
①作業停止を考慮することによる運用容量の変化（作業停止影響）
②年間計画⇒実需給での運用容量の変化（計画外停止等影響）

年間策定運用容量（昼夜間断面）
作業停止：見込まない

年間策定運用容量（昼夜間断面）
作業停止：見込む

年月日 昼／夜 方向 運用容量 運用容量決定要因

2021/5/11 昼間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/11 夜間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/12 昼間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/12 夜間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/13 昼間帯 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 夜間帯 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/14 昼間帯 順方向 750 熱容量（作業）

2021/5/14 夜間帯 順方向 750 熱容量（作業）

分析① 作業停止による影響分析

算定方法
発電機計画外停止率算定期間と整合をとり、過去３ヶ年データ（2019～2021年度）を用いて、年度計画における
作業停止有無での運用容量変化率を算出
(運用容量計画(作業除き年間kWh)－運用容量計画(作業含む年間kWh))/ 運用容量計画(作業除き年間kWh)

年月日 昼／夜 方向 運用容量 運用容量決定要因

2021/5/11 昼間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/11 夜間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/12 昼間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/12 夜間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/13 昼間帯 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 夜間帯 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/14 昼間帯 順方向 750 熱容量（作業）

2021/5/14 夜間帯 順方向 750 熱容量（作業）

現状は作業停止を織り込まない

……
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年月日 時間 方向 運用容量 運用容量決定要因

2021/5/13 5:00 順方向 900 熱容量

2021/5/13 5:30 順方向 900 熱容量

2021/5/13 6:00 順方向 900 熱容量

2021/5/13 6:30 順方向 900 熱容量

2021/5/13 7:00 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 7:30 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 8:00 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 8:30 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 9:00 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 9:30 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 10:00 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 10:30 順方向 750 熱容量（作業）

2021/5/13 11:00 順方向 750 熱容量（作業）

④連系線の運用容量減少

～連系線の作業停止・計画外停止等影響の分析方法～

年間策定運用容量（昼夜間断面）
作業停止：見込む

実需給運用容量（30分コマ）
作業停止：見込む

分析② 計画外停止等による影響分析

加えて、実需給に向けての計画外停止等を抽出

算定方法
過去３ヶ年データ（2019～2021年度）を用いて、年度計画と実需給コマでの運用容量変化率を算出
(運用容量計画(作業含む年間kWh)－運用容量実績(作業含む年間kWh))/ 運用容量計画(作業含む年間kWh)

年月日 昼／夜 方向 運用容量 運用容量決定要因

2021/5/11 昼間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/11 夜間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/12 昼間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/12 夜間帯 順方向 900 熱容量

2021/5/13 昼間帯 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/13 夜間帯 順方向 600 熱容量（作業）

2021/5/14 昼間帯 順方向 750 熱容量（作業）

2021/5/14 夜間帯 順方向 750 熱容量（作業）

コマ細分化による運用容量の時間変化・
作業開始終了時刻の精緻化

…

…



8④連系線の運用容量減少

～分析結果①（作業停止による影響分析）～

◼ 作業停止を考慮すると基本的に運用容量は減少方向※であり、全連系線合計で3%程度運用容量が減少。
※一部連系線では作業により交流連系に切り替わることで、運用容量が増加するなど例外もあり。

作業停止考慮による運用容量減少率試算結果 2019～2021年度 各年度結果の3か年平均
（運用容量計画（作業除き年間kWh）－運用容量計画（作業含む年間kWh））/ 運用容量計画（作業除き年間kWh）

運用容量の減少方向が正北本、FCについてはマージンBを考慮（運用容量－マージン）

平日（昼間） 平日（夜間） 休日（昼間） 休日（夜間）

北海道_東北 順方向 8.4% 6.3% 4.7% 4.6%

北海道_東北 逆方向 28.6% 28.6% 25.5% 24.8%

東北_東京 順方向 2.1% 2.3% 2.2% 2.6%

東北_東京 逆方向 -2.1% -4.1% -2.2% -2.8%

東京_中部 順方向 20.5% 9.8% 12.6% 8.9%

東京_中部 逆方向 22.7% 12.0% 16.0% 12.1%

中部_関西 順方向 0.9% 0.8% 0.1% 0.0%

中部_関西 逆方向 1.7% 0.8% 0.5% 0.0%

中部_北陸 順方向 -39.9% -20.0% -11.4% -13.6%

中部_北陸 逆方向 -65.4% -82.0% -41.7% -58.2%

北陸_関西 順方向 14.3% 14.2% 11.7% 11.7%

北陸_関西 逆方向 13.7% 13.5% 11.6% 10.9%

関西_中国 順方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

関西_中国 逆方向 3.7% 1.9% 1.5% 1.3%

関西_四国 順方向 2.8% 2.8% 0.8% 0.8%

関西_四国 逆方向 2.8% 2.8% 0.8% 0.8%

中国_四国 順方向 10.6% 9.9% 12.5% 12.3%

中国_四国 逆方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中国_九州 順方向 0.8% 0.9% 0.0% 0.8%

中国_九州 逆方向 0.1% 0.1% 0.4% 0.3%

北陸フェンス 順方向 -0.7% -1.4% 1.1% 0.0%

北陸フェンス 逆方向 -0.6% -1.6% 1.3% -0.3% 【参考】全時間

連系線合計 3.3% 2.4% 2.7% 2.3% 2.8%

※中部-北陸間連系線
の運用容量が大きく増加
しているため、11スライド
にて原因と除外した場合
の試算を実施
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～分析結果②（計画外停止等による影響分析）～

◼ 年間計画では平休日・昼夜間の4断面しかなく、利用者の利便性を考慮し、運用容量が最小となる時間帯で算
定していると考えられることから、実需給に向けては算出断面を細分化することで運用容量が増加する※傾向。

◼ 全連系線合計で約1%程度運用容量が増加。
※計画と実績の差であり、計画外停止等による運用容量の減少も含まれるが、運用容量の増加の影響の方が大きい

実需給に向けての運用容量減少率試算結果 2019～2021年度 各年度結果の3か年平均
（運用容量計画（作業含む年間kWh）－運用容量実績（作業含む年間kWh））/ 運用容量計画（作業含む年間kWh）

運用容量の減少方向が正

平日（昼間） 平日（夜間） 休日（昼間） 休日（夜間）

北海道_東北 順方向 -12.8% -11.3% -12.5% -10.7%

北海道_東北 逆方向 -17.0% -17.0% -16.7% -14.1%
東北_東京 順方向 4.7% 4.7% 4.6% 4.5%
東北_東京 逆方向 -0.3% -2.2% -3.1% -2.9%
東京_中部 順方向 -7.5% -1.2% 3.3% -0.5%
東京_中部 逆方向 -10.3% -1.7% -1.8% -1.4%

中部_関西 順方向 -39.9% -14.8% -56.5% -21.8%

中部_関西 逆方向 0.1% -1.6% 0.1% -0.4%
中部_北陸 順方向 -3.9% 0.3% -1.3% -0.4%
中部_北陸 逆方向 -3.8% 2.6% -2.4% -0.3%
北陸_関西 順方向 -0.6% -1.0% -0.3% 0.6%

北陸_関西 逆方向 1.4% -5.1% 0.0% -0.2%
関西_中国 順方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

関西_中国 逆方向 -1.8% -1.0% -1.1% -1.1%

関西_四国 順方向 4.9% 4.7% 4.4% 4.4%
関西_四国 逆方向 4.9% 4.7% 4.4% 4.4%
中国_四国 順方向 -4.6% -4.3% -5.4% -5.6%

中国_四国 逆方向 0.0% 0.0% -0.2% 0.0%
中国_九州 順方向 -5.9% 3.6% -13.1% 5.3%
中国_九州 逆方向 -7.1% -5.3% -7.8% -4.4%

北陸フェンス 順方向 1.6% -3.9% -0.8% -0.3%

北陸フェンス 逆方向 -0.3% 0.0% -0.8% 0.5% 【参考】全時間

連系線合計 -1.2% -0.6% -1.1% -0.4% -0.9%

北本、FCについてはマージンBを考慮（運用容量－マージン）
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～分析結果③（現算定手法から実需給に向けての運用容量影響検討）～

◼ 現手法（年間計画・作業除き）から実需給（実績・作業含む）での運用容量減少率についても確認。
◼ 全連系線合計では概ね①＋②になっており、2%程度運用容量が減少。

現手法⇒実需給に向けての運用容量減少率試算結果 2019～2021年度 各年度結果の3か年平均

（運用容量計画（作業除き年間kWh）－運用容量実績（作業含む年間kWh））/運用容量計画（作業除き年間kWh）

北本、FCについてはマージンBを考慮（運用容量－マージン） 運用容量の減少方向が正

平日（昼間） 平日（夜間） 休日（昼間） 休日（夜間）

北海道_東北 順方向 -3.2% -4.2% -7.1% -5.5%

北海道_東北 逆方向 16.8% 16.8% 13.6% 14.6%

東北_東京 順方向 6.7% 6.9% 6.7% 6.9%

東北_東京 逆方向 -2.6% -6.6% -5.7% -6.1%

東京_中部 順方向 16.8% 8.8% 16.0% 8.5%

東京_中部 逆方向 17.2% 10.6% 14.7% 10.9%

中部_関西 順方向 -38.7% -13.9% -56.4% -21.8%

中部_関西 逆方向 1.8% -0.7% 0.6% -0.4%

中部_北陸 順方向 -44.3% -19.8% -12.8% -14.1%

中部_北陸 逆方向 -70.8% -77.8% -45.3% -58.7%

北陸_関西 順方向 13.8% 13.3% 11.5% 12.2%

北陸_関西 逆方向 14.9% 9.1% 11.4% 10.7%

関西_中国 順方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

関西_中国 逆方向 2.0% 0.9% 0.4% 0.3%

関西_四国 順方向 7.6% 7.3% 5.1% 5.2%

関西_四国 逆方向 7.6% 7.3% 5.1% 5.2%

中国_四国 順方向 6.5% 6.1% 7.7% 7.3%

中国_四国 逆方向 0.0% 0.0% -0.2% 0.0%

中国_九州 順方向 -5.1% 4.4% -13.1% 6.1%

中国_九州 逆方向 -6.9% -5.2% -7.4% -4.0%

北陸フェンス 順方向 0.9% -5.4% 0.3% -0.3%

北陸フェンス 逆方向 -0.9% -1.6% 0.5% 0.2% 【参考】全時間

連系線合計 2.1% 1.7% 1.7% 1.9% 1.9%
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～【中部-北陸間連系線の影響確認】分析結果①～

◼ 中部-北陸間連系線（南福光BTB）停止時は、南福光変電所母線にて交流連系となり中部-北陸間連系線の
運用容量が増加する一方で、北陸フェンス制約により北陸-関西連系線の運用容量が減少する。
⇒このため、中部-北陸間、北陸-関西間連系線の運用容量増減は除き、北陸フェンスの減少率のみで算定。

◼ 上述の通り、運用容量の増加・減少は相殺されるため、連系線合計では数値的に大きな変化はない。

作業停止考慮による運用容量減少率試算結果 2019～2021年度 各年度結果の3か年平均

（運用容量計画（作業除き年間kWh）－運用容量計画（作業含む年間kWh））/ 運用容量計画（作業除き年間kWh）

中部-北陸間連系線
の増加と北陸-関西
連系線の減少はほぼ
同等のため、連系線
合計では、ほぼ結果
は変わらない

北本、FCについてはマージンBを考慮（運用容量－マージン） 運用容量の減少方向が正

平日（昼間） 平日（夜間） 休日（昼間） 休日（夜間）

北海道_東北 順方向 8.4% 6.3% 4.7% 4.6%

北海道_東北 逆方向 28.6% 28.6% 25.5% 24.8%
東北_東京 順方向 2.1% 2.3% 2.2% 2.6%
東北_東京 逆方向 -2.1% -4.1% -2.2% -2.8%

東京_中部 順方向 20.5% 9.8% 12.6% 8.9%
東京_中部 逆方向 22.7% 12.0% 16.0% 12.1%
中部_関西 順方向 0.9% 0.8% 0.1% 0.0%

中部_関西 逆方向 1.7% 0.8% 0.5% 0.0%

中部_北陸 順方向
中部_北陸 逆方向

北陸_関西 順方向
北陸_関西 逆方向
関西_中国 順方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
関西_中国 逆方向 3.7% 1.9% 1.5% 1.3%

関西_四国 順方向 2.8% 2.8% 0.8% 0.8%

関西_四国 逆方向 2.8% 2.8% 0.8% 0.8%
中国_四国 順方向 10.6% 9.9% 12.5% 12.3%
中国_四国 逆方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
中国_九州 順方向 0.8% 0.9% 0.0% 0.8%

中国_九州 逆方向 0.1% 0.1% 0.4% 0.3%

北陸フェンス 順方向 -0.7% -1.4% 1.1% 0.0%

北陸フェンス 逆方向 -0.6% -1.6% 1.3% -0.3% 【参考】全時間

連系線合計 3.2% 2.4% 2.6% 2.2% 2.7%
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～【中部-北陸間連系線の影響確認】分析結果②～

◼ ①と同様に、中部-北陸間連系線と北陸-関西連系線の差分は相殺される方向なので、連系線合計では大きな
変化はない。

実需給に向けての運用容量減少率試算結果 2019～2021年度 各年度結果の3か年平均
（運用容量計画（作業含む年間kWh）－運用容量実績（作業含む年間kWh））/ 運用容量計画（作業含む年間kWh）

平日（昼間） 平日（夜間） 休日（昼間） 休日（夜間）

北海道_東北 順方向 -12.8% -11.3% -12.5% -10.7%

北海道_東北 逆方向 -17.0% -17.0% -16.7% -14.1%

東北_東京 順方向 4.7% 4.7% 4.6% 4.5%

東北_東京 逆方向 -0.3% -2.2% -3.1% -2.9%

東京_中部 順方向 -7.5% -1.2% 3.3% -0.5%

東京_中部 逆方向 -10.3% -1.7% -1.8% -1.4%

中部_関西 順方向 -39.9% -14.8% -56.5% -21.8%

中部_関西 逆方向 0.1% -1.6% 0.1% -0.4%

中部_北陸 順方向

中部_北陸 逆方向

北陸_関西 順方向

北陸_関西 逆方向

関西_中国 順方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

関西_中国 逆方向 -1.8% -1.0% -1.1% -1.1%

関西_四国 順方向 4.9% 4.7% 4.4% 4.4%

関西_四国 逆方向 4.9% 4.7% 4.4% 4.4%

中国_四国 順方向 -4.6% -4.3% -5.4% -5.6%

中国_四国 逆方向 0.0% 0.0% -0.2% 0.0%

中国_九州 順方向 -5.9% 3.6% -13.1% 5.3%

中国_九州 逆方向 -7.1% -5.3% -7.8% -4.4%

北陸フェンス 順方向 1.6% -3.9% -0.8% -0.3%

北陸フェンス 逆方向 -0.3% 0.0% -0.8% 0.5% 【参考】全時間

連系線合計 -1.3% -0.6% -1.1% -0.5% -0.9%

北本、FCについてはマージンBを考慮（運用容量－マージン） 運用容量の減少方向が正
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◼ ①と同様に、中部-北陸間連系線と北陸-関西連系線の差分は相殺される方向なので、連系線合計では大きな
変化はない。

現手法⇒実需給に向けての運用容量減少率試算結果 2019～2021年度 各年度結果の3か年平均

（運用容量計画（作業除き年間kWh）－運用容量実績（作業含む年間kWh））/運用容量計画（作業除き年間kWh）

④連系線の運用容量減少

～【中部-北陸間連系線の影響確認】分析結果③～

平日（昼間） 平日（夜間） 休日（昼間） 休日（夜間）

北海道_東北 順方向 -3.2% -4.2% -7.1% -5.5%

北海道_東北 逆方向 16.8% 16.8% 13.6% 14.6%

東北_東京 順方向 6.7% 6.9% 6.7% 6.9%

東北_東京 逆方向 -2.6% -6.6% -5.7% -6.1%

東京_中部 順方向 16.8% 8.8% 16.0% 8.5%

東京_中部 逆方向 17.2% 10.6% 14.7% 10.9%

中部_関西 順方向 -38.7% -13.9% -56.4% -21.8%

中部_関西 逆方向 1.8% -0.7% 0.6% -0.4%

中部_北陸 順方向

中部_北陸 逆方向

北陸_関西 順方向

北陸_関西 逆方向

関西_中国 順方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

関西_中国 逆方向 2.0% 0.9% 0.4% 0.3%

関西_四国 順方向 7.6% 7.3% 5.1% 5.2%

関西_四国 逆方向 7.6% 7.3% 5.1% 5.2%

中国_四国 順方向 6.5% 6.1% 7.7% 7.3%

中国_四国 逆方向 0.0% 0.0% -0.2% 0.0%

中国_九州 順方向 -5.1% 4.4% -13.1% 6.1%

中国_九州 逆方向 -6.9% -5.2% -7.4% -4.0%

北陸フェンス 順方向 0.9% -5.4% 0.3% -0.3%

北陸フェンス 逆方向 -0.9% -1.6% 0.5% 0.2% 【参考】全時間

連系線合計 2.0% 1.8% 1.5% 1.8% 1.8%

北本、FCについてはマージンBを考慮（運用容量－マージン） 運用容量の減少方向が正
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◼ 直流連系線と交流連系線で大きく傾向が異なる可能性を考慮し、切り分けて運用容量減少率を試算
◼ 直流連系線は作業期間も長く、運用容量が半減するなど、作業による運用容量減少の影響が大きい傾向。

④連系線の運用容量減少

～【直流連系線・交流連系線に分けて分析した場合】分析結果①～

作業停止考慮による運用容量減少率試算結果 2019～2021年度 各年度結果の3か年平均
（運用容量計画（作業除き年間kWh）－運用容量計画（作業含む年間kWh））/ 運用容量計画（作業除き年間kWh）

直流連系線 交流連系線

運用容量の減少方向が正

平日（昼間） 平日（夜間） 休日（昼間） 休日（夜間）

北海道_東北 順方向

北海道_東北 逆方向

東北_東京 順方向 2.1% 2.3% 2.2% 2.6%

東北_東京 逆方向 -2.1% -4.1% -2.2% -2.8%

東京_中部 順方向

東京_中部 逆方向

中部_関西 順方向 0.9% 0.8% 0.1% 0.0%

中部_関西 逆方向 1.7% 0.8% 0.5% 0.0%

中部_北陸 順方向

中部_北陸 逆方向

北陸_関西 順方向

北陸_関西 逆方向

関西_中国 順方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

関西_中国 逆方向 3.7% 1.9% 1.5% 1.3%

関西_四国 順方向

関西_四国 逆方向

中国_四国 順方向 10.6% 9.9% 12.5% 12.3%

中国_四国 逆方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中国_九州 順方向 0.8% 0.9% 0.0% 0.8%

中国_九州 逆方向 0.1% 0.1% 0.4% 0.3%

北陸フェンス 順方向 -0.7% -1.4% 1.1% 0.0%

北陸フェンス 逆方向 -0.6% -1.6% 1.3% -0.3% 【参考】全時間

連系線合計 1.8% 1.3% 1.7% 1.4% 1.6%

平日（昼間）平日（夜間）休日（昼間）休日（夜間）

北海道_東北 順方向 8.4% 6.3% 4.7% 4.6%

北海道_東北 逆方向 28.6% 28.6% 25.5% 24.8%

東北_東京 順方向

東北_東京 逆方向

東京_中部 順方向 20.5% 9.8% 12.6% 8.9%

東京_中部 逆方向 22.7% 12.0% 16.0% 12.1%

中部_関西 順方向

中部_関西 逆方向

中部_北陸 順方向

中部_北陸 逆方向

北陸_関西 順方向

北陸_関西 逆方向

関西_中国 順方向

関西_中国 逆方向

関西_四国 順方向 2.8% 2.8% 0.8% 0.8%

関西_四国 逆方向 2.8% 2.8% 0.8% 0.8%

中国_四国 順方向

中国_四国 逆方向

中国_九州 順方向

中国_九州 逆方向

北陸フェンス 順方向

北陸フェンス 逆方向 【参考】全時間

連系線合計 10.2% 7.3% 6.7% 5.7% 8.1%

北本、FCについてはマージンBを考慮（運用容量－マージン）
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◼ 直流連系線は、周波数マージンの変動や、作業早期終了・計画外停止等の影響を受け、連系線合計では概ね
増減なし。

◼ 交流連系線については加えて、安定度制約なども多く、利用者の利便性を考慮し、計画段階では運用容量が
最小となる時間帯で算定していると考えられることから、実需給に向けては運用容量が増加する傾向。

④連系線の運用容量減少

～【直流連系線・交流連系線に分けて分析した場合】分析結果②～

実需給に向けての運用容量減少率試算結果 2019～2021年度 各年度結果の3か年平均
（運用容量計画（作業含む年間kWh）－運用容量実績（作業含む年間kWh））/ 運用容量計画（作業含む年間kWh）

直流連系線 交流連系線

運用容量の減少方向が正

平日（昼間）平日（夜間）休日（昼間）休日（夜間）

北海道_東北 順方向 -12.8% -11.3% -12.5% -10.7%

北海道_東北 逆方向 -17.0% -17.0% -16.7% -14.1%

東北_東京 順方向

東北_東京 逆方向

東京_中部 順方向 -7.5% -1.2% 3.3% -0.5%

東京_中部 逆方向 -10.3% -1.7% -1.8% -1.4%

中部_関西 順方向

中部_関西 逆方向

中部_北陸 順方向

中部_北陸 逆方向

北陸_関西 順方向

北陸_関西 逆方向

関西_中国 順方向

関西_中国 逆方向

関西_四国 順方向 4.9% 4.7% 4.4% 4.4%

関西_四国 逆方向 4.9% 4.7% 4.4% 4.4%

中国_四国 順方向

中国_四国 逆方向

中国_九州 順方向

中国_九州 逆方向

北陸フェンス 順方向

北陸フェンス 逆方向 【参考】全時間

連系線合計 -1.0% -0.1% 0.7% 0.1% -0.2%

北本、FCについてはマージンBを考慮（運用容量－マージン）

平日（昼間）平日（夜間）休日（昼間）休日（夜間）

北海道_東北 順方向

北海道_東北 逆方向

東北_東京 順方向 4.7% 4.7% 4.6% 4.5%

東北_東京 逆方向 -0.3% -2.2% -3.1% -2.9%

東京_中部 順方向

東京_中部 逆方向

中部_関西 順方向 -39.9% -14.8% -56.5% -21.8%

中部_関西 逆方向 0.1% -1.6% 0.1% -0.4%

中部_北陸 順方向

中部_北陸 逆方向

北陸_関西 順方向

北陸_関西 逆方向

関西_中国 順方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

関西_中国 逆方向 -1.8% -1.0% -1.1% -1.1%

関西_四国 順方向

関西_四国 逆方向

中国_四国 順方向 -4.6% -4.3% -5.4% -5.6%

中国_四国 逆方向 0.0% 0.0% -0.2% 0.0%

中国_九州 順方向 -5.9% 3.6% -13.1% 5.3%

中国_九州 逆方向 -7.1% -5.3% -7.8% -4.4%

北陸フェンス 順方向 1.6% -3.9% -0.8% -0.3%

北陸フェンス 逆方向 -0.3% 0.0% -0.8% 0.5% 【参考】全時間

連系線合計 -1.5% -0.7% -1.7% -0.7% -1.2%



16

◼ 現EUE算定手法（年間計画・作業除き）から実需給（実績・作業含む）での運用容量減少率は直流では作
業の影響が大きく減少傾向。交流については作業による減少と、実需に向けての増加で相殺されている。

④連系線の運用容量減少

～【直流連系線・交流連系線に分けて分析した場合】分析結果③～

現手法⇒実需給に向けての運用容量減少率試算結果 2019～2021年度 各年度結果の3か年平均
（運用容量計画（作業除き年間kWh）－運用容量実績（作業含む年間kWh））/運用容量計画（作業除き年間kWh）

直流連系線 交流連系線

運用容量の減少方向が正

平日（昼間）平日（夜間）休日（昼間）休日（夜間）

北海道_東北 順方向 -3.2% -4.2% -7.1% -5.5%

北海道_東北 逆方向 16.8% 16.8% 13.6% 14.6%

東北_東京 順方向

東北_東京 逆方向

東京_中部 順方向 16.8% 8.8% 16.0% 8.5%

東京_中部 逆方向 17.2% 10.6% 14.7% 10.9%

中部_関西 順方向

中部_関西 逆方向

中部_北陸 順方向

中部_北陸 逆方向

北陸_関西 順方向

北陸_関西 逆方向

関西_中国 順方向

関西_中国 逆方向

関西_四国 順方向 7.6% 7.3% 5.1% 5.2%

関西_四国 逆方向 7.6% 7.3% 5.1% 5.2%

中国_四国 順方向

中国_四国 逆方向

中国_九州 順方向

中国_九州 逆方向

北陸フェンス 順方向

北陸フェンス 逆方向 【参考】全時間

連系線合計 9.5% 7.2% 7.4% 5.8% 7.9%

平日（昼間）平日（夜間）休日（昼間）休日（夜間）

北海道_東北 順方向

北海道_東北 逆方向

東北_東京 順方向 6.7% 6.9% 6.7% 6.9%

東北_東京 逆方向 -2.6% -6.6% -5.7% -6.1%

東京_中部 順方向

東京_中部 逆方向

中部_関西 順方向 -38.7% -13.9% -56.4% -21.8%

中部_関西 逆方向 1.8% -0.7% 0.6% -0.4%

中部_北陸 順方向

中部_北陸 逆方向

北陸_関西 順方向

北陸_関西 逆方向

関西_中国 順方向 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

関西_中国 逆方向 2.0% 0.9% 0.4% 0.3%

関西_四国 順方向

関西_四国 逆方向

中国_四国 順方向 6.5% 6.1% 7.7% 7.3%

中国_四国 逆方向 0.0% 0.0% -0.2% 0.0%

中国_九州 順方向 -5.1% 4.4% -13.1% 6.1%

中国_九州 逆方向 -6.9% -5.2% -7.4% -4.0%

北陸フェンス 順方向 0.9% -5.4% 0.3% -0.3%

北陸フェンス 逆方向 -0.9% -1.6% 0.5% 0.2% 【参考】全時間

連系線合計 0.3% 0.6% 0.0% 0.8% 0.4%

北本、FCについてはマージンBを考慮（運用容量－マージン）
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◼ 連系線運用容量は作業停止考慮により運用容量は減少する一方で、年間計画策定時点から実需給に向けて
は運用容量が増加傾向であり、合計すると、全連系線合計では運用容量が減少していることを確認。

◼ また、直流連系線は交流連系線に比べて、作業停止による運用容量減少率が大きいことを確認。

◼ これら連系線運用容量減少がEUE算定結果（必要供給力）に及ぼす影響について、以下の４ケースについて
シミュレーションを実施※。
※なお、現状のEUEシミュレーションでは、連系線に対して計画外停止を確率的に模擬することはできないため、
運用容量を一律で減少させることとした

① 厳しめの検討として作業停止の影響のみ考慮することとし、８スライドの結果より運用容量一律▲３％

② 直流連系線の作業停止の影響の方が大きいため、14スライドの結果より直流▲8%、交流▲2%

③ 連系線合計値ではなく、運用容量の増加・減少含めて、16スライドの各連系線毎の減少率を反映

④ 参考として将来（2023年度）の実作業停止計画を反映

④連系線の運用容量減少

～EUE算定における連系線の作業停止・計画外停止等の織り込みについて（案）～
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◼ 実作業停止計画を反映したケース④が最も必要供給力が大きい結果となった。実作業停止計画では、連系線の
運用容量が大幅に減少する(場合によっては0)期間が存在するため、信頼度計算上の影響が大きくなると思料。

◼ それ以外の３ケースについては必要供給力が約10万～25万kW程度の増加(H3需要比0.1～0.2%程度) 。

◼ 精緻な必要供給力算出に当たっては、将来の作業計画を織り込んだ運用容量を設定することが望ましいが、容量
市場算定の４年先等の計画では精緻な計画とならず、過大な織り込みとなる恐れ。

◼ いずれのケースにおいても必要供給力への影響はそれほど大きくないことが確認できたため、至近の本委員会の議
論状況も踏まえ（持続的需要変動対応の必要予備力の見直し、厳気象対応の必要予備力の見直し方針）
連系線の計画外停止等は見込まず、引き続き健全な状態（年間運用容量）として算定することとしてはどうか。

◼ 今後持続的需要変動や厳気象対応を見直してもなお供給力不足の課題が顕在化する場合には、連系線計画
外停止等の影響も再評価することとしたい。

④連系線の運用容量減少

～EUE算定における連系線の作業停止・計画外停止等の織り込みについて（案）～

・2023年度供給計画用調整係数算定における2023年度の諸元を用いてEUE0.048kWh/kW・年とした場合の必要供給力を算出
・持続的需要変動、厳気象、稀頻度リスク対応分は含まない
・EUEにおける各エリアの必要供給力の結果であり、各エリアで確保すべ予備力ではないことに留意

連系線の運用容量が必要供給力に及ぼす影響について試算結果
[万kW]

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 エリア合計 差分（H3需要比率）

作業停止考慮なし 596.5 1518.7 5693.4 2515.6 608.7 2707.3 1033.4 562.4 1846.5 17082.7 ―

ケース①
全連系線一律▲3％減

597.5 1520.9 5695.6 2521.6 608.7 2705.9 1032.0 569.1 1844.3 17095.5 12.9（0.08%）

ケース②
直流▲8%交流▲2%減

599.2 1523.6 5700.5 2525.2 608.8 2702.6 1028.2 574.2 1845.1 17107.5 24.8（0.15%）

ケース③
各連系線ごとの減少率反映

603.0 1505.1 5721.4 2551.1 605.9 2681.0 1010.2 577.6 1852.5 17107.8 25.1（0.16%）

ケース④
将来の停止計画反映

600.6 1544.4 5708.5 2508.1 560.1 2739.2 1060.8 572.9 1849.3 17143.8 61.2（0.38%）



19（参考）至近の調整力等委員会の議論状況（持続的需要変動対応）

【出典】第77回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料1-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_77_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_77_haifu.html


20（参考）至近の調整力等委員会の議論状況（厳気象対応）

【出典】第78回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_78_haifu.html

